
千里山バス株式会社
昭和48（1973）年に貸切バス事業を開始した千里山バスは、現在大阪府摂津市に本社を置き、兵庫・
京都にも営業所を構えている。「より安全に」「より快適に」「より経済的に」「より迅速に」の４
つのコンセプトを掲げ、“安全性評価認定二つ星”、“グリーン経営永年表彰”、“おもてなし規格認証”
等様々な認証・表彰を取得している。

会社名｜千里山バス株式会社
本社所在地｜大阪府摂津市東別府3丁目8番32号
事業内容｜一般貸切旅客自動車運送事業

運営車輛｜小型バス(26人乗)50輌
中型バス(29人乗)16輌

従業員数｜94名

【会社概要】
※2025年3月時点

民間の認証制度を活用して脱炭素を推進。補助金活用などにも展開を望む。

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団が主催する「エコドライブ活
動コンクール」への継続的な参加などを含め、エコドライブによる燃費改善
や安全運行に努めています。その⾧年の成果として2019年に同財団から
「グリーン経営認証永年表彰」をいただくことができました。日々の取組と
して、社員（ドライバー）のエコドライブの実践を促進するために、走行時
間に占めるアイドリングストップの割合に応じた評価を実施しています。定
性的な目標としてのみでなく、評価等につながる定量的な目標・実績を含め
た仕組みを設計することで、成果につなげることができています。
今後も、環境貢献・脱炭素の分野での民間の制度等の利活用は検討しており、
補助金申請の際に高評価や加点につながる認証制度などは積極的に取得を目
指して取り組んでいきたいと考えています。

可視化の取り組みをPRとして営業資料に記載。さらなる活用は検討中。

2021年に、東武トップツアーズ社が提供するCO2排出量可視化ツールである「DeTS(Decarbonising
Tourism System)」を導入しました。日々の排出状況を把握する取組から始まり、現在は算出結果を営
業資料に掲載して、可視化に取り組んでいることを対外的に発信しています。
今後は、他社の排出状況なども参考にしながら、自社の排出量をどう削減するか、削減の取組を自社経
営の改善・高度化にどうつなげていくか、を考え取組をさらに進めたいと考えています。
取組の成果指標の一つとして、SBT認証（パリ協定で定められた温室効果ガス排出量削減目標を設定・
取組む企業の認証制度）の取得も検討しています。

『脱炭素経営を実践している事例紹介』

交通・運輸業

『建設中の新社屋へソーラーパネルを設置予定』
環境貢献の取組の一環として、2025年3月頃の完成にむけて建設中である新社屋にソーラー
パネルを設置します。自家発電を可能にする仕組みで、余剰電力については売買も見込むな
ど、収益面での効果も期待しています。
これまでのエコドライブなどの取組に加えて、再生エネルギーである太陽光・ソーラーパネ
ルで発電された電力の自家消費によって、さらなる環境負荷の軽減、CO2排出量の削減への
貢献を目指します。


